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水蒸気輸送場でみた亜熱帯高気圧の季節内変動と

梅雨前線の雲分布に関する事例解析（1979年6月

中旬内の2つの時期での比較）＊

加　藤　内蔵進＊＊・栗　原　泰　子＊＊＊

要　旨

　亜熱帯高気圧の下層風場や水蒸気場でみた構造の変動と，梅雨前線での雲や降水の広域分布の変動との関

係の理解への第1歩として，2つの対照的な期商（1979年6月中旬頃）の事例に関する比較解析を行った．

　期間（1）（11日00GMT～14日00GMT！、あ梅雨前線は・華南～日本の東海上と東西に広く伸びる背の

高い雲帯からなる．前線帯での下層の水蒸気（あるいは相当温位）傾度が期間（皿）よりも大きい．一方・

期間（丑）（14日12GMT～17日：2GMT）の亜熱帯高気圧の中心は期間（1）に比べて北偏し，前線帯上

の背の高い雲域は九州～東シナ海域に限定される．東日本側の梅雨前線付近での水蒸気傾度は小さく降水も

多くない．

　このような雲帯の東西分布の差異は，下層風による前線帯への水蒸気輸送の大きい領域，すなわち・亜熱

帯高気圧「縁辺部」の東西スケールの差異による．期間（1）での「縁辺部」は中心の西側の140。Eから

120。E以西へと2000km以上に達するのに対し，期間（豆）では1000km程度と狭い（130。E付近）．また期

間（H）の高気圧は，東日本付近の梅雨前線の南側に「大変乾燥し風も弱いため，南から北への水蒸気輸送

も大変小さい」領域を広範囲に持つ．

　このことは，亜熱帯高気圧の位置が変動するのみならず，梅雨前線の雲・降水の広域分布を特徴づける高

気圧「縁辺部」などの空間分布（特にその東西スケール）の特徴が大きく変動することを例示している・

　1．はじめに

　梅雨前線は，海洋性熱帯気団の北縁に位置し，東西に

伸びる準定常的な雲帯および大きな比湿傾度で特徴づけ

られ，しばしば激しい豪雨をもたらす．梅雨前線帯での

降水は，他の中緯度帯に比べてかなり多く，それは亜熱

帯高気圧域から前線帯への水蒸気輸送により維持される

（Akiyama，1973；Ninomiya，1984）．このように梅雨期

の亜熱帯高気圧は，低緯度から中緯度への水輸送という

　＊　Case　study　on　intraseasonal　variations　of　the

　　subtropical　high　as　a　moisture　transport　system

　　and　the　Baiu　cloud．distributions（Comparis－

　　on　between　the　two　periods　around　the　middle

　　of　June　1979）．

＊＊Kuranoshin　Kato，名古屋大学水圏科学研究所．

＊＊＊Taiko　Kurihara，都立大学地理学教室．

　　　　　　　　　　　　1987年9月28日受領一

　　　　　　　　　　一1988年12月20日受理一

1989年4月

点で東アジアの水循環において重要な役割を果たす．

　ところで，梅雨前線に対応する雲域の位置および空間

分布は季節内変動も大きい．例えば，東西方向に広く伸

びる雲帯となることもあれば，西南日本に比較的集中す

ることもある（Akiyama，1973）．

　一方，亜熱帯高気圧の位置や水蒸気輸送と関係の深い

下層風場の特徴の季節進行に伴う変化や，季節内変動も

大きい（Murakami　and　Huang，1984；Ninomiya　and

Muraki，1986；Kato51989；加藤，1987；加藤ら，1987；

Nitta，1986，1987；Kurihara　and　Tsuyuki，1987）．

　Akiyama（1975）による日本列島上の詳しい水蒸気収

支解析によれば，5日平均の前線帯での降水量の増加

は，雲のあまりない亜熱帯高気圧域の下層の南風による

前線帯への水蒸気フラックスの増加と定量的にもよく対

応する．しかし，東アジアスケールの水循環の理解の一

環としての梅雨研究において，高気圧域での北向ぎ水蒸
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気フラックスの大きい領域の東西方向の広がり（高気圧

の中心の位置のみでなく），およびそれに伴う梅雨前線

の雲（降水）の空間分布の変動についての記述も必要で

ある．

　日本の梅雨最盛期の平均では（6月後半～7月前半），

前線帯の水蒸気フラックスの大きい領域が亜熱帯高気圧

の北西縁に位置する（Ninomiya，1984）．このような領

域を亜熱帯高気圧のr縁辺部」と呼ぶことにするが，本

稿では高気圧r縁辺部」の位置やスケール（主に東西方

向）の変動に着目するわけである．

　もちろん，梅雨前線帯での降水量や，層状性・対流性

・集中性などの降水特性，の変動は，その北側の気団

の特徴や各種スケールの擾乱にも大きな影響を受ける

（Ninomiya，1978；Ninomiya8」α1．，1981；Akiyama．，

1984；Murakami　and　Huang，1984；Ninomiya　and

Muraki，1986；Kato，1985，1987；Ninomiya　and　Mi－

zuno，1987）．しかし，半旬程度よりも長い時間スケー

ルの梅雨前線帯での降水分布を維持する水蒸気源での変

動という意味で，まず亜熱帯高気圧のr縁辺部」に着目

した．

　1979年6月中旬頃，梅雨前線の活発な雲域は，はじめ

東西に伸びて分布していたが，4日過ぎから東西方向に

大きなコントラストを持つ分布へと変化した．そしてそ

の状態が5日近く持続した．今後様々な事例の蓄積が必

要であるが，本研究では，これらの2つの対照的な期間

を対象とし，梅雨前線の特徴と亜熱帯高気圧の構造（r縁

辺部」のスケールなど）との関係を比較し記述する．

まず，第2，3章で梅雨前線に対応する雲域や周辺の熱

力学場の特徴を記述する．次に第4章で，亜熱帯高気圧

の下層風場を比較し，第5章では高気圧域での水循環過

程の一側面として水蒸気輸送場の特徴を定性的に議論す

る．

　これらの事例は，Ninomiya　and　Muraki（1986）の

“Early　Baiu”の期間での季節内変動の例である．また，

梅雨前線も含めた北半球夏のモンスーンシステムは約40

日周期の変動も大きいが（Lau　and　Chan，1986），それ

との関係に関してはここでは立ち入らない．

　なお，本稿での梅雨前線は，その南側の相当温位の絶

対値は考慮せず，「準定常的雲帯で亜熱帯高気圧北縁に

位置する相当温位傾度極大ゾーン」という意味で定義す

る．また，対流圏上層の偏西風帯の南側（いわゆる亜熱

帯ジェット気流の南側）に中心を持つ対流圏中下層の高

気圧を亜熱帯高気圧と呼ぶことにする．
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　　1979JUNE　　　　（12z）

1979年6月11日～20日における140。Eに沿
う海面気圧（mb，実線）および「雲域」
　（影）の緯度時間断面．

　2．概　況

　第1図は，1979年6月11日～即日における140。Eに沿

う海面気圧，および雲域の緯度時間断面である．海面気

圧は，気象庁客観解析資料に基づく（以下，ANLMON

と呼ぶ．断わらない限り，データはANLMONに基づ
く）．また，Monthly　Report　of　Meteorological　Satellite

Center（気象庁）のネフアナリシスにおいて，メイジャ

ー・クラウド・システムとして解析された領域，すなわ

ち，雲頂が対流圏中上層に達する層状性や対流性の比較

的厚い雲の存在する領域をr雲域」と定義した，

　東日本付近では14日頃まで，25。N付近の地上リッジ

の北側の35。N付近にほぼ定常的な雲帯が存在する．こ

の雲帯は，後述のように大きな相当温位傾度を持ち，梅

雨前線に対応する．その後，35。N付近に中心を持つ地

上の高気圧が強まる．雲帯は40。N付近に北上して弱ま

り，関東地方では梅雨小休止期となる．この東北地方の

雲帯も，前章の定義に従い梅雨前線と呼ぶ．図は省略す

るが，18日過ぎには東日本付近でも，北からのトラフの

ゆっくりした南下による傾圧性の強化に伴い，梅雨前線

に対応する雲帯が38。N付近で再び強まる．

　一方九州～東シナ海域付近では，15日過ぎにもr雲域」

が明瞭に認められた（図は略．このように，14日ごろ

を境として，梅雨前線の雲の空間分布の違いが認められ

、天気”36．4．
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第2図　GMS赤外画像の35mmフイルムの重ね焼き（1日2回）．
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30。

の分布．

る．そこで，11日00GMTから14日OO　GMTを期間

（1），14日12GMTから17日12GMTを期間（皿）と

して，2つの期間の総観場の特徴を比較する．

3．2つの期間における梅雨前線活動の比較

3．1梅雨前線の空間分布と亜熱帯高気圧との位置

　　関係

第2図（a），（b）は，各日OOGMTおよび12GMTに

1989年4月

おけるGMS赤外画像の35mmフィルムを，それぞれ

期間（1），（n）について重ね焼きしたものである．白

い部分が等価黒体輝度温度（TBB）が低く，雲頂高度の

高い雲に平均的に覆われている領域に対応する．また，

それぞれの期間で平均した850mb面における相当温位

（θ，）およびその期間平均値の傾度の大きさ，i▽θel，の

分布を第3図に示す（（）は期間平均）．

　期間（1）では，華南～東日本に東西に伸びる雲帯が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33
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第5図　期間平均の500mb高度（gpm）．（a）：期間（1），（b）：期間（丑）．

停滞する．この雲帯に対応する下層の相当温位傾度極大

ゾーンも東西にベルト状に伸びる．第2章で述べたよう

に，これが梅雨前線である．

　期間（π）では，梅雨前線が東日本側で北上する．約

130。E以西（華南～東シナ海）の梅雨前線では雲頂高度

が高いが，東日本付近ではさほど高くない（第2図（b），

第7図も参照）．つまり，前線の位置のみでなく，背

の高い雲の活動の東西分布自体も（1）と差異が大き

い．

　第4図は，それぞれの期間平均の海面気圧，および第

3図に示した1▽θ，1の分布を示す．期間（1）では，

1▽θe　l極大ゾーンの南側の20。N／120。E付近から25。N／

34

160。E付近にかけて，地上のリッジが東西に伸びる．こ

れは，500mb面における偏西風帯の南側の東西に伸び

るリッジとほぽ同じ位置であり，第1章でいう亜熱帯高

気圧に対応する（第5図）．

　一方，期間（丑）では，亜熱帯高気圧の中心は地上で

32。N／140。E付近と（1）に比べて北西側にあり，500

mbでの中心示度は上昇している．またこれは，対流圏

上層でも閉じた等高度線をもつ高気圧として明瞭に認め

られる（図は略）．但し，毎日の地上天気図によれば，

（1）での高気圧の中心が移動したというより，新たに

中心が形成されたと考えるべきである．

　この亜熱帯高気圧の中心から40。N／150。E以東に伸び

、天気”36．4．
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第6図

琳観 ω

各期間の積算降水量の分布（mm）．上段は，用いた観測点の（気

…象官署）の分布．中段：期間（1）但し，11～13日の合計，下段：

期間（皿）但し，15～17日の合計．ハッチは降水量Ommの領域．

る地上の高圧帯が存在する．しかしこれは，500mb面

では不明瞭な，下層の寒気を伴う背の低い高気圧であ

り，亜熱帯高気圧の一部ではない．なお期間（1）で

は，西太平洋のITCZに対応する雲域が，フィリピン

の東を中心に北上する（第2図（b））．本稿ではこれ以上

立ち入らないが，ITCZと高気圧中心との位置関係は

Kurihara　and　Tsuyuki（1987）に示されるような日本列

島上で亜熱帯高気圧が発達して暑夏をもたらす時の状況

1989年4月

と似ている．

　3．2　梅雨前線付近の降水活動および熱力学場

　各期間で積算した雨量分布を気象庁月報の目雨量（日

界は日本時間の0時）に基づき第6図に示す．上段に

は，用いた観測点の分布を示した．期間（1）では，第

2図（a）の雲帯の南半分を中心に，梅雨前線に沿って20

～80mm（3days）一1と雨量が多い．すなわち，第2図

（a）にも示されるように，活発な降水帯（雲帯）が東西

35
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　　　　は135～147。Eの平均で，本文に述べる半
　　　　旬平均で代用．
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方向に広く伸びるのが特徴である．一方，期間（皿）で

は，関東地方や北海道方面にハッチで示す雨量Ommの

領域が広がる．梅雨前線での雨量は，南西諸島～西日本に

かけて多く，135。E以東（～40。N）ではかなり少ない．

　135。E～140。Eで平均した850mb面における期間平均

気温（T），比湿（q），および，400mb面よりも雲頂の高

い雲の雲量（上層雲量，C400と記す）（Monthly　Report

of　Meteorological　satellite　center，JMA）の南北分布

を両期間について第7図に示す．なお，上層雲量は，半旬

平均データが，海上の2。×2。グリッドに対してのみ算

出されているので，これに関しては，（1）：1979年6月

10～14日，（皿）：15～19日の135。E～147。Eにおける海

上の平均値で代用した．

　期間（皿）の140◎E付近の梅雨前線帯での上層雲量は

（～40。N），期間（1）（～35。N）に比べてかなり小さ

く，前線帯に相対的にみた降水量の減少と対応する．

　また，梅雨前線付近の850mb面における相当温位傾

度の大きさも期間（皿）では140。E付近でかなり弱まる．

これは，雲帯に相対的にみたその南側の気団の850mb

面における相当温位の減少，および前線の北側での増加

による（第3図）．雲帯の南側でのθ，は，325～330Kし

かなく，期間（1）の335～345Kに比べてかなり低い．

Saito（1965）やAkiyama（1973）の分類に従えば，そ

この空気は高温多湿な海洋性熱帯気団やモンスーン気団

としての性質が失われている．
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第8図

300　　　310　　　320　　　330　　　340　　　350　　　360

　　　　　　　　　　　　　　　（K）

　　　　　　（b）

亜熱帯高気圧域の成層の例（温位θ，相当温

位θe，飽和相当温位θe＊）．期間（1）：1979

年6月13日00GMTの南大東島（47945，～
25．5。N／131．5。E），期間（豆）：同17日00

GMTの八丈島（47678，～33。N／140。E）．

　第7図によれば，梅雨前線の北側での相当温位の増加

は気温の上昇やそれに伴う比湿の増加によるが，前線の

南側すなわち亜熱帯高気圧域での相当温位の低下は比湿

、天気”36．4．
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500mb面における亜熱帯高気圧の中心．（a）：期間（1），（b）：期間（皿）．
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　　　　　　　140。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120。　　　　　　　　　　　140。
　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

期間平均のv850（ms甲1）をその値が5ms司以上の領域について示す（実線）．第3図の領域について1▽尻i

（K（1000km）一1，点線）の分布も示す．また，日本の南の亜熱帯高気圧の中心付近の弱風域IV8501≦4ms－1）

の領域を破線で囲んだ．×印は，500mb面における亜熱帯高気圧の中心で，その東西方向のリッジ軸を
波線で示す．（a）：期間（1），（b）：期間（皿）．

の減少による．つまり，850mb面での比湿は～12g　kg－1

から～8g　kg司へ減少するのに対し，気温の変化は大変

小さい．

　第8図（a），（b）はそれぞれ，亜熱帯高気圧域にあた

る期間（1）の南大東島（25．5。N／131、5。E），期間（五）

の八丈島（～33。N／140。E）における成層の例である．八

丈島では900mb付近（地上からわずか～1kmの高度）

に明瞭な沈降性の安定層が存在し，それより上層では相

1989年4月

対湿度約50％程度と大変乾燥している．つまり，期間

（五）の140。E付近の亜熱帯高気圧域では，上層の乾い

た空気が沈降し，高温でありながらも水蒸気量が減少し

たものと考えられる．

　盈亜熱帯高気圧域における下属風場

　第9図は，それぞれの期間で平均した850mb面にお

ける風，V85。，の分布である．図中の×印は，500mbに

37
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第11図　期間平均の850mbにおけるVqの分布． スケールは図中を参照．（a）：期間（1），（b）：期間（皿）

おける前述の亜熱帯高気圧の中心である．いずれの期間

も，亜熱帯高気圧の西側に梅雨前線帯へ向かう南風の強

い領域が存在するが，以下に述べるように，その空間分

布の特徴には2つの期間で大きな遠いがみられる．

　第10図は，各期間で平均した850mb面の南風成分，

v850および亜熱帯高気圧中心付近の弱風域（lV8501≦4

ms－1の領域）の分布である．v850については，5ms－1

以上の等値線のみを描き，第3図の領域について850mb

の1▽θ，1の分布も示した．下層の亜熱帯高気圧の中心や

リッジラインの位置は，地上～500mbで若干の違いは

あるが，ここでは，500mb面での高気圧の中心と東西

方向に伸びるリッジ（500mb高度の極大軸）の位置も

第10図に記した．

　期間（1）では，下層の南風成分の強い領域（V850≧

5ms－1）は500mbの亜熱帯高気圧のリッジ近くまで広が

る．その領域の東西スケールは2000kmを超える．一方，

期間（皿）では，南風強風域が東シナ海付近で南北方向

に広がるが，東西方向には1000㎞程度の幅しかない．

高気圧の中心付近には弱風域が広く分布する．

　この事例はNinomiya　and　Muraki、（1986）のいう

“Early　Baiu”での季節内変動であり，期間（1）でも

下層の南風成分の強さや，南風の強い領域のリッジ軸に

相対的な南方への広がりは，北半球夏モソスーン開始後

に（6月後半）華南～南西諸島付近でみられるものに比べ

て必ずしも強くはない（Murakami　and　Huang，，1984；

38

Ninomiya　and　Muraki，1986；Kato，1989）．しかし，

亜熱帯高気圧域の下層南風強風域の東西スケールは

“Early　Baiu”の中でもかなり変動することがわかる．

　5．亜熱帯高気圧域の水蒸気輸送場の比較

　第11図は，それぞれの期間で平均した850mb面にお

ける水蒸気フラック．ス，Vqの分布である．

　期間（1）の亜熱帯高気圧域では，120。E～140。Eの

広範囲にわたり，梅雨前線へ向かう南からの水蒸気フラ

ックスが大きく，前線帯でのフラックス収束をもたら

す．なお，雲帯の南半分での前線帯に沿う方向のフラッ

クスは更に大きいが，その収束は前線を横切る方向の成

分による（図は略）．一方期間（皿）でも，東シナ海から

九州にかけて南南西～北北東に伸びる雲帯へ向かう，南

東風による水蒸気フラックスが大ぎい（東シナ海域の雲

帯に沿っても大きなフラックスが観測され，その方向に

も九州方面で収束している）．

　いずれの期間においても，Akiyama（1973，1975）が

指摘したように，前線帯へ向かう下層の水蒸気フラック

スの大きい領域の風下側で，梅雨前線の雲は活発であ

る．しかし，期間（皿）での前線帯へ向かう水蒸気フラ

ックスの大きい領域が東シナ海付近に限定される点は重

要である．

　次に2つの期間で降水活動に大きな差異のみられた，

東日本付近の梅雨前線へ到達した気塊のトラジェクトリ

、天気”36．4．
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（●），2日前（○）における位置の分布を重ねて示す．（a）：期間（1），（b）：期間（虹）．な

お・トラジェクトリ」の追跡は，850mb面の風を用いる．また，（a），（b）には，それぞれ，

11日00GMT～13日00GMT，15日12GMT～17日12GMTに×印の地点へ達したものについ
て示した．

400N

30。

20。

第12図

一を追跡する．トラジェクトリーは，850mb面におけ

る風のデータを用いて，水平運動の仮定により追跡す

る．1日2回（00GMT，12GMT）の各マヅプタイム

のデータを3時間毎に直線的に時間内挿し，3時間間隔

で計算した．もちろん，途中の海からの蒸発や気塊の鉛

直運動を無視したこの解析では実際の水蒸気のオリジソ

の追跡とは意味が異なるかも知れない．しかし，衛星写

真で見る限り雲の少ない亜熱帯高気圧域の水蒸気が，ど

こへ到達してはじめて降水に寄与するかについての議論

は可能である．

　第12図は，期間内のそれぞれのマップタイムの×印の

グリッドポイント（梅雨前線帯に対応する雲帯の南端）

へ到達した気塊の1日前，2日前の位置の分布をそれぞ

れ，●印，○印，でまとめて示す．なお，（a），（b）はそ

れぞれ，11日00GMT～13日00GMT，15日12GMT～
17日12GMTに×の地点への到達した気塊の追跡結果で

ある．また，500mb～地上で積分した期間平均の可降

水量の分布も重ねて示した．

　850mb面における相当温位場の比較でも示されたよ

うに，期間（1）の日本南方の亜熱帯高気圧域では可降

水量が50mm以上と多い（～140。E以西）．これは700

mb付近の弱い沈降性の安定層の下方に，厚い湿潤層が

存在することを反映する（第8図（a）参照）．期間（1）

1989年4月

の東日本の梅雨前線帯へ到達した下層の気塊は，1日前

には南西諸島の南東海上（～25QN），2日前には亜熱帯

高気圧のリッジ軸より南側である20。N付近までさかの

ぽれる．このように雲の少ない（第2図）広い亜熱帯高

気圧域の多湿な気塊は，東西に伸びる高気圧r縁辺部」

の存在のために，途中で降水として消費されることなく

その北側の梅雨前線帯へ運ばれ，東西に伸びる活発な降

水帯の維持に寄与することになる．

　一方，期間（皿）では，亜熱帯高気圧リッジの南側

（その位置は第10図（b）を参照）やr縁辺部」での可

降水量は大きいが，～130。E以東の高気圧域での可降水

量は35～45mmと少ない．3．2で述べたように，～130。E

以東では，沈降に伴い900；nb付近より上層の相対湿度

が大変低いことを反映する．

　期間（H）でも，降水量の多い九州～南西諸島の梅雨

前線への気塊は，20。N／135。E付近の可降水量の多い領

域から，亜熱帯高気圧r縁辺部」の南東風により輸送さ

れてきたものである（図は略）．しかし，東日本の梅雨

前線の南側の気塊の南北方向の動きは小さく，しかもそ

の付近の可降水量は小さい．むしろ，東日本の前線帯へ

の水蒸気は多量の降水のあった九州方面を経て南西諸島

付近へとさかのぽれる．

　つまり，期間（皿）では，水蒸気量は』多いが雲の少な

39
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第13図

（1） （II）

期間（1）（左），期間（皿）（右）における模式図．梅雨前線お

よびITCZに対応する雲帯（第2図に基づく，比較的雲頂高度
の高い雲の出現領域）を濃い影で示す．

い亜熱帯海域から直接気塊が来るのではない．東西に幅

の狭い高気圧r縁辺部」に沿って運ばれ，途中でも多量

の水蒸気が降水として消費される．また，期間（皿）の

亜熱帯高気圧は，r沈降により大変乾燥しており下層風

も弱いため，南から北への水蒸気輸送が大変小さい」領

域を～130。E以東に広範囲に持つ構造となる．

　Akiyama（1973，1975）は，梅雨前線上のある領域で

の降水量と南からの水蒸気フラックスの増減について

の対応を示したが，2つの事例間の比較で示されるよう

に，高気圧「縁辺部」の，高気圧中心に相対的な位置や

その広がりの変動も大きい．これに対応して，梅雨前線

の雲分布も変動する．今後は，各期間での亜熱帯高気圧

域や前線帯での水蒸気収支などの定量解析も行う必要が

ある．

　7．まとめ

　1979年6月中旬頃にみられた2つの期間における事例

について，亜熱帯高気圧の下層風や水蒸気場の構造と梅

雨前線活動の空間分布の比較解析を行った．

　第13図は本事例についての模式図である．期間（1）

（11日00GMT～14日00GMT）では，梅雨前線に対応

する背の高い活発な雲域が東西に広く伸び，前線帯での

下層の水蒸気（あるいは相当温位）傾度も大きい．一

方，期間（皿）（14日12GMT～17日12GMT）では，

東日本の南東方へ亜熱帯高気圧の中心は北偏し，前線帯

上の背の高い雲域は九州～東シナ海域に限定される．

　活発な雲域の南側（期間（1））あるいは南東側（期

間（皿））にはAkiyama（1975）の指摘したような，雲

40，

帯へ向かう下層風による多量の水蒸気輸送束が観測され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禰
た（亜熱帯高気圧i　r縁辺部」）．「縁辺部」では水蒸気量

自体も大きい．1しかし，r縁辺部」1の東西スケールは，

期間（1）では2000km以上に及ぶのに対し，期間（丑〉

では1000㎞程度しかなかった．また，期間（皿）の亜

熱帯高気圧は，活動の弱かった東日本付近の梅雨前線の

南側に，r沈降により大変乾燥しまた風も弱いため，南か

ら北への水蒸気輸送の大変小さい領域」を広範囲に持つ．

　2つの事例間で梅雨前線の雲・降水，あるいは，相当

温位傾度の広域分布に大きな差異がみられたが，これは

亜熱帯高気圧の位置の違いというよりも，高気圧「縁辺

部」などの空間分布の特徴（高気圧中心に相対的な位

置，形状，特にその東西スケール）の違いによる．この

ように，梅雨前線の広域変動と関連の深い水蒸気輸送シ

ステムとしての，亜熱帯高気圧の水平構造の変動が大ぎ

い点を本研究は例示している．

　さらに様々な事例解析を蓄積すること，「縁辺部」，梅

雨前線帯，などの各領域での水蒸気バラソスについて，

詳しい定量解析を行うことは，今後に残された課題であ

る．

　ところで，日本列島のr梅雨明け」時は，単に梅雨前

線が北上するのみならず，その強さや前線帯に相対的な

総観場などの特徴も「梅雨期」とは異なると言われてい

る（Yoshino，1965；Matsumoto，1985；Ninomiya　anα

Muraki，1986）．しかし現在は，日本付近の降水帯の盛

夏期における前線帯の振舞いは十分理解されているわけ

ではない．加藤ら（1987）によれば，九州で梅雨前線が

不活発になるとき，特に梅雨明け後は，九州付近に中心
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（リッジの軸）を持ちその付近の下層風の弱い亜熱帯高

気圧が現れることも少なくない．つまり高気圧中心に相

対的には，本研究における期間（皿）に似た高気圧の下

層風構造も現れやすい．従って，本研究は，日本の盛夏

期の特徴を南北の水蒸気輸送と降水帯という観点で理

解する上でも，1つの示唆を与えてくれるものと思われ

る．
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本だ
　　　藷

　　　蟻

河村武・岩城英夫編

環境科学1
一自然環境系一

　　　　　　　　　　　　　朝倉書店　1988年

　　　　　　　　　　　　　　316頁，5，500円

　この数年，人間活動の巨大化にともなう自然環境の変

化の兆しが顕在化しは’じめて来ている．これは，多くの

科学者により指摘されて来たことであり，さらにこの

1，2年，政治の問題としても取りあげられるようにな

った．

　これに関連する分野は広く，単に自然科学だけの間題

ではなく，特にそれへの対策となると，社会科学も重要

になってくる．したがって，環境科学としても，学際的

な，広い視野が必要になってくる，今回出版され始めた

環境科学は，これに答えるものであり，1，皿，皿の3

つの系に別れている．

　そのうちの1は自然環境系であり，その内容はつぎの

ようである．

　1．序説（河村武），2．大気環境（河村武），3．1．地

形と地質（新藤静夫），3．2．水文（田瀬則雄），4．土壌

環境，5．海洋環境（高野健三），6．1．化学物質の種類

と特性，6．2．環境中における農薬の動態（石塚皓造），

7．環境と人間の生体反応（藤原喜久夫），8。1．生態系

の構造と機能（岩城英夫），8．2．生物の相互作用と動態

（藤井宏一），9・水域生態系（高橋正雄）

　これを見れぽわかるように，狭い意味での環境だけで

はなく，生態学的視野もいれた，広い範囲の問題を，そ

れぞれの専門家が書いている．専門家はとかく奥行きは

深いが視野が狭い．そのため，他の分野のものにはわか

りづらいが，本書はこの点，多少教科書的でといえる

が，それだけわかりやすい．広い視野が重要になって来

た時代，この種の著書は重要であり，さらに皿の人間社

会系，皿の測定と評価の出版も期待するものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋浩一郎）
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